
飯
田
図
書
館
に
保
存
さ

れ
て
い
る
戦
前
の
地
方
紙

「
南
信
」（
明
治
３５
年
〜
昭

和
１４
年
発
行
）を
読
む
と
、

い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ

る
。
標
題
の
事
績
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

大
正
期
の
同
紙
を
見
る

と
、
同
４
年
頃
か
ら
毎
年

「
鐵
筆
界
」
と
題
し
て
、

折
々
に
篆
刻
作
品
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。（
写
真
参

照
）
原
則
と
し
て
一
回
に

一
作
品
が
載
り
、
そ
れ
に

読
み
と
作
者
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。
や
は
り
、
活
字

ば
か
り
の
紙
面
に
載
る
篆

刻
の
小
作
品
だ
け
に
格
別

目
を
引
く
。
こ
れ
を
見
た

読
者
は
、
き
っ
と
少
な
か

ら
ぬ
興
味
と
雅
味
を
そ
そ

ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
数
年
後
の
大
正
１０

年
１
月
１９
日
付
新
聞
と
、

同
３
月
１５
日
付
同
紙
に
、

注
目
す
べ
き
記
事
が
載
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
飯
田

の
吉
澤
白
城
（
俊
秀
）
・

上
飯
田
の
山
田
虚
六
（
延

次
郎
）
・
伊
賀
良
の
今
牧

光
山
（
祐
平
）
の
三
人
が

発
起
人
と
な
り
、
同
好
者

三
十
余
名
で
篆
刻
研
究
会

「
峡
風
印
社
」
を
組
織

し
、
月
刊
の
研
究
誌
を
発

行
す
る
内
容
の
記
事
で
あ

る
。偶

然
に
も
、
今
回
、
そ

の
峡
風
印
社
が
大
正
１０
年

４
月
に
発
行
し
た
研
究
誌

の
実
物
（
第
三
号
）
が
南

信
州
地
域
資
料
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
れ

は
、
縦
・
横
１７
�
ほ
ど
の

正
方
形
の
和
紙
三
十
枚
余

を
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
折
り
に

こ
よ
り

し
て
、
紙
縒
で
綴
じ
た
縦

長
の
冊
子
で
あ
る
。
表
紙

の
書
名
は
篆
書
体
で
「
鳥

路
」
と
印
刷
さ
れ
、
中
に

は
大
小
の
印
影
が
並
ん
で

い
る
。
一
世
紀
近
く
経
過

し
た
の
で
、
紙
こ
そ
色
褪

せ
て
い
る
が
、
和
紙
に
押

印
さ
れ
た
印
影
は
今
な
お

鮮
や
か
に
残
っ
て
い
る
。

全
七
十
数
�
の
本
誌
に

は
、
一
人
二
〜
四
作
品
、

計
七
十
作
品
ほ
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
作
品
の
文

字
は
い
わ
ゆ
る
篆
書
体

で
、
楷
・
行
・
草
書
体
の

も
の
は
無
い
。
そ
れ
も
、

大
部
分
が
小
・
中
形
の
印

判
で
、
希
に
文
人
が
用
い

る
遊
印
の
よ
う
に
大
型
の

も
の
も
あ
る
。
印
譜
の
形

状
は
、
角
印
・
丸
印
を
始

め
、
小
判
形
や
変
形
の
も

の
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。

目
次
に
は
作
品
の
文
字

と
作
家
名
が
活
字
で
記
さ

れ
て
い
る
。
作
家
名
は
全

て
雅
号
を
用
い
て
い
る
の

で
実
名
は
わ
か
ら
な
い

が
、
参
考
ま
で
に
次
に
そ

の
名
を
記
し
て
み
よ
う
。

前
述
の
三
人
を
除
く
と
、

羽
生
翔
岳
・
佐
久
間
白
駒

・
大
竹
穆
堂
・
岡
田
歯
林

堂
・
森
弥
富
・
倉
澤
平
廼

・
水
野
五
道
・
前
澤
芝
峰

・
山
田
素
人
・
橋
爪
南
峡

・
可
児
素
江
等
で
あ
る
。

三
十
数
�
に
及
ぶ
作
品

の
後
に
、
薄
情
生
（
白
城

か
）
が
各
人
の
作
に
つ
い

て
一
作
ず
つ
短
評
を
加
え

て
い
る
。
そ
の
評
を
読
む

と
、
例
え
ば
、「
中
々
巧
ナ

ル
布
置
運
刀
ナ
リ
…
」
と

賞
讃
す
る
も
の
は
少

な
く
、「
何
ト
ナ
ク
弛

緩
シ
テ
緊
張
味
ノ
乏

シ
キ
散
漫
的
ノ
作
品

…
」
と
酷
評
す
る
も

の
が
多
い
。
や
は

り
、
そ
れ
だ
け
妥
協

を
嫌
い
、
高
い
理
想

を
追
究
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

最
後
の
通
信
を
読
む

と
、
会
費
が
不
足
し
た
の

で
１
円
５０
銭
送
金
し
て
欲

し
い
こ
と
・
５
月
８
日
の

研
究
会
に
は
刀
、
ノ
ミ
、

筆
墨
、
自
己
の
雅
印
、
肉

池
を
持
参
す
る
こ
と
・
印

譜
用
紙
は
必
ず
画
箋
三
十

二
切
と
し
、
漉
き
目
を
縦

と
す
る
こ
と
等
が
書
か
れ

て
い
て
、
研
究
会
の
お
よ

そ
の
様
子
が
わ
か
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
よ
く

も
こ
の
燻
ぶ
れ
た
一
小
冊

ほ

ご

子
が
反
故
に
さ
れ
ず
に
遺

さ
れ
た
も
の
だ
と
思
う
。

今
後
、
さ
ら
に
多
く
の
冊

子
が
発
見
さ
れ
る
と
よ

い
。
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「南信」（白城・虚六・光山の
作品）大正１０年１月１日
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